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事例19

＜事例概要＞

気胸

① 70 歳代、筋萎縮性側索硬化症、左胸郭形成術後、左無気肺の患者。

② カテーテル感染疑いのため、中心静脈カテーテルを入れ替え予定。

③ BMI不明。抗血栓薬の使用は不明。

④ 右鎖骨下静脈へカテーテルを挿入（超音波使用や逆血確認の有無は不明）。挿入直後
のX線で異常所見はなし。約1 時間半後、呼吸状態が悪化、経皮的動脈血酸素飽和度
（SpO2） 低下、意識レベル低下、血圧低下。穿刺から約2 時間半後に死亡。

⑤ 死因は、健側肺（右）の気胸による急性呼吸不全。死亡時画像診断（Ai）無、解剖
無。


